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粛可三味線令 

津
軽
三
味
線
発
祥
の
地
を
全
国

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
町

商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に

建
設
さ
れ
た
「
津
軽
三
味
線
会
館
」
 

が
四
月
二
十
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
 

金
木
町

津
軽
三
味
線
会
館

開
館
記
念
式
典
会
場
 

関
係
者
ら
約
二
百
三
十
人
が
出
席

し
て
開
館
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

は
じ
め
に
、
鳴
海
町
長
が
「
こ

の
津
軽
三
味
線
会
館
は
、
発
祥
の

地
で
あ
る
金
木
町
か
ら
津
軽
三
味

線
を
全
国
的
、
世
界
的
に
ア
ピ

ー
 

ル
す
る
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
 

太
宰
治
記
念
館
、
観
光
物
産
館
と

と
も
に
観
光
の
拠
点
に
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
大
勢
の
町

民
や
関
係
者
ら
が
見
守
る
中
、
鳴

海
町
長
や
1」
潟
議
長
ら
が
テ
ー
プ

カ
ツ
ト
を
し
て
開
館
を
祝
い
ま
し

た
。
 

こ
の
日
は
、
 
 
オ
ー
プ
ン
に
際
し
 

(
 

館
内
を
無
料
開
放
し
た
他
、
こ
け

ら
落
と
し
と
し
て
多
目
的
ホ
ー
ル

で
郷
土
芸
能
や
津
軽
三
味
線
の
演

奏
、
民
謡
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
金
木
さ
な
ぶ
り
荒
馬
保
存
会

と
嘉
瀬
の
奴
踊
り
保
存
会
の
方
々

が
真
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
踊

り
を
披
露
。
続
く
津
軽
三
味
線
の

演
奏
で
は
、
喜
良
市
小
学
校
と
金

木
中
学
校
で
三
味
線
の
指
導
を
し

て
い
る
工
藤
満
次
さ
ん
ゃ
津
軽
三

味
線
全
日
本
金
木
大
会
で
二
年
連

続
優
勝
（

H
1
0・
1
1
）
し
た
吉
田

健
一
さ
ん
ら
が
迫
力
あ
る
見
事
な

バ
チ
さ
ば
き
で
津
軽
三
味
線
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
中
央
公
民
館
に
場
所

を
移
し
、
津
軽
三
味
線
会
館
の
落

成
と
合
わ
せ
て
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
と
高
齢
者
生
活
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
観
光
物
産
館
の
合
同

落
成
祝
賀
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

二
十
三
日
ま
で
の
無
料
開
放
期

間
中
に
津
軽
三
味
線
会
館
を
訪
れ

た
人
は
約
三
千
四
百
人
で
、
四
月

二
十
九
日
か
ら
五
月
五
日
ま
で
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に

は
千
五
百
人
余
り
の
入
館
者
が
あ

り
ま
し
た
。
 

初
め
て
見
る
津
軽
三
味
線
の
生

演
奏
に
感
激
し
、
喜
ん
で
帰
ら
れ

る
方
た
ち
の
姿
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。
 

▲こけら落としで演奏を披露する津軽三味線の名手たち 

広報かなぎ（2) 



津軽三味線と 
津軽民認の確立 

この「津軽三味線会館」は鉄骨造平屋

建て、外観は太宰治記念館「斜陽館」 

や観光物産館「マディニー」との調和

を考慮し、蔵をイメージした落ち着い

た色調になっています。 

多目的ホール 
最大250人収容でき、1日 4 回の津軽三味線

生演奏とビデオ上映（町の観光・津軽三味

線の歴史）を行う 

皿 

白』庫八郎略歴バネJレ 

嘉轟I（ネル 

◇  
仁太坊略歴バネJレ 

楽
器
と
し
て
の
三
味
線
 

野外ステージ 

野外ステージ 
屋外の各種イベントに対応したステージ 

コーナー 
民間飛行士第 1号の白戸栄之助、元小結ニ子岳 

（現荒磯親方）など金木町出身の著名人を紹介 

展示室 
津軽三味線の歴史、民謡、郷土芸能等の紹介、世界各国の弦楽

器の展示、津軽三味線の構造や製作工程等を説明。各コーナー 

に映像説明や試聴ボタンが設置され、目と耳で楽しめる 

床面積 780. 2Orn 
総工事費 578, 680千円 

館内平面図 

エントランス
ホール 

多目的ホール 

Hで楽Lみ・平で感じる 

発祥の地に新施設 

(3）広報かなぎ 
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2000 

つ
り
 

5

開
花
遅
れ
る
も
期
間
中
十
五
万
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
う
5
 

津軽三味線 

全日本金木大会 

▲息の合った合奏 

広報かなぎ（4) 

毎
年
恒
例
の
金
木
桜
ま
つ
り
が

四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
五
日
ま

で
県
立
芦
野
公
園
で
開
か
れ
、
期

間
中
約
十
五
万
人
の
花
見
客
が
訪

れ
ま
し
た
。
 

今
年
は
、
四
月
中
旬
に
悪
天
候

が
続
い
た
た
め
、
二
千
二
百
本
の

桜
は
ほ
と
ん
ど
が
つ
ぼ
み
の
状
態

で
、
ち
ら
ほ
ら
と
咲
く
桜
の
中
で

の
ま
つ
り
開
幕
と
な
り
ま
し
た
。
 

二
十
九
日
、
登
仙
岬
入
り
口
で

開
会
式
が
行
わ
れ
、
鳴
海
町
長
が
 

「
今年
は
残
念
な
が
ら
開

花
が
遅
れ
て
い
る
が
、
七

日
ま
で
の
大
型
連
休
と
な

っ
て
い
る
た
め
丁
度
よ
い

で
し
ょ
う
。
事
故
と
犯
罪

の
な
い
素
晴
ら
し
い
ま
つ

り
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
。
来
賓
に
よ
る
テ
 

ー
プ
カ
ッ
ト
で
開
幕
を
祝

い
ま
し
た
。
 

今
年
は
天
候
不
良
と
開

花
の
遅
れ
の
た
め
、
ま
つ

り
期
間
前
半
の
人
出
は
伸

び
悩
み
ま
し
た
が
、
満
開
を
迎
え

た
四
日
以
降
は
家
族
連
れ
や
職
場

仲
間
が
園
内
の
至
る
所
で
酒
宴
を

楽
し
む
姿
が
見
ち
れ
、
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
 

悪
天
候
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
会

場
の
変
更
や
花
火
大
会
が
二
日
順

延
さ
れ
る
な
ど
天
気
に
左
右
さ
れ

た
桜
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
 

大
型
連
休
の
お
か
げ
で
県
外
観
光

客
や
帰
省
者
が
多
く
み
ら
れ
ま
し

た
。
 

▲テープカット後、くす玉を割りまつり開幕を祝う 

▲大勢の観客が詰め掛けた湖上ステージでの芸能発表会 ▲桜のトンネルを〈ぐり、目の前を走る津軽鉄道 

第
十
二
回
津
軽
三
味
線
全
日
本

金
木
大
会
が
五
月
四
日
、
金
木
小

学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
全
国
 

き
に
拍
手
と
声
援
を
送
り
、
津
軽

三
味
線
の
音
色
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
 

各
地
か
ら
集
ま
っ
た
七
十

九
人
、
十
一
団
体
が
日
ご

ろ
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。
 

当
初
、
ォ
ー
プ
ン
し
た

ば
か
り
の
津
軽
三
味
線
会

館
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
予
定

さ
れ
て
い
た
今
大
会
。
前

日
か
ら
の
雨
に
よ
り
会
場

が
変
更
さ
れ
て
行
わ
れ
た

も
の
の
、
大
勢
e
三
味
線

フ
ア
ン
が
詰
め
掛
け
、
出

場
者
の
見
事
な
バ
チ
さ
ば
 

▲力強いバチさばきを披露する出場者 
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団団団団団団班班班 

員員員員員員長長長 

へ
 

~年度定期観屍7式う 

金
木
北
部
消
防
団
連
絡
協
議
会
 

（
会
長H
櫛
引
幸
雄
）
主催
の
平
成

十
二
年
度
定
期
連
合
観
閲
式
が
五

月
三
日
、
金
木
町
、
中
里
町
、
市

浦
村
、
小
泊
村
の
各
消
防
職
員
や

団
員
、
約
七
百
七
十
人
余
り
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な

っ
た
た
め
、
藤
枝
た
め
池
で
の
放

水
演
習
を
行
っ
た
後
、
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
場
所
を

変
更
し
て
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

は
じ
め
に
殉
職
消
防
職
員
・
団
員

に
対
し
て
黙
祷
を
捧
げ
、
つ
づ
い

て
長
年
に
わ
た
り
消
防
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
方
々
に
表
彰
状
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。
 

（
金木
町
分
）
 

◆
消
防
庁
長
官
表
彰
 

▽
永
年
勤
続
功
労
章
 

副
団
長
 
中
村
 
健

男

◆
青
森
県
知
事
表
彰
 

▽
永
年
勤
続
功
労
章
 

分

団
長
 
泉

谷
 
利
幸

班
 

長
 
中

村
 
呈

◆
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
 

▽
功
績
章
 

副
団

長
 
三
上
 
保

▽
勤
続
章
 

副
団
長
 
成
田
 

勉

◆
青
森
県
消
防
協
会
長
表
彰

▽
優
良
消
防
分
団
 

●

功
績
章
を受
け
る
三
上
保
副
団
長
 

金
木
町
第
5
分
団

▽
優
良
消
防
分
団
（現
場
功
労
）
 

金
木
町
第
6
分
団

▽
功
労
章
 

副
団
長
 

成
田
 

勉

▽
現
場
功
労
章
 

班
 
長
 
浅

利
 
清
美

▽
勤
功
章
 

分
団
長
 

古
川
 
政
信

分
団

長
 

外
崎
 
好
信

▽
ニ
＋
五
年
勤
続
章
 

分
団
長
 

泉
谷
 
利
幸

班
 
長
 
中

村
 
呈

▽
ニ
十
年
勤
続
章

分
団
長
 

古
川

副
分
団
長
 

岩
村

部
 
長
 
沢
田

部
 
長
 

工
藤
 

部
 
長
 

松
川
 
平
昭

▽
＋
五
年
勤
続
章
 

部
 
長
 
白

川
 
仁

部
 
長
 

平
川
 
由
一

班
 
長
 

白
川
 
弘
行
 
 

吉
崎
 
孝
雄

成
田
加
志
美
 

▽
＋
年
勤
続
章
 

角
田
 
修
一

木
下
 
美
人

今
 

忠
弘

荒
井
 
公
章

工
藤
 
寛
之

白
川
 
久
夫

白
川
 
輝
彦

白
川
 
鉄
也

外
崎
 
哲
彦
 

団
 

員
 
黒

川
 
慶
治

◆
青
森
県
消
防
協
会
 

北
五
支
部
長
表
彰
 

副
分
団
長
 
今
 

清
作

部
 

長
 
鎌
田
 

善
光

班
 

長
 
伊
藤
 
淳
一

班
 
長
 

角
田
 
修

一

団
 

員
 
今
 

君
弘

◆
西
北
五
消
防
団
 

連
絡
協
議
会
長
表
彰

団
 

員
 
白

川
 
鉄
也

団
 

員
 
平

川
 
鉄
美

団
 

員
 
須
崎
 

睦

◆
金
木
北
部
消
防
団
 

連
絡
協
議
会
長
表
彰

班
 

長
 
原
田
 

繁
福

団
 

貝
 
外
崎
 

宏
治

団
 

員
 
白

川
 
均

団
 

員
 
封

馬
 
治
則

団
 

員
 
原
田
 

曜
慈

団
 

員
 
木
立
 

二
夫
 

繁孝 政
勝夫治信 

長 

団班

員長 

(5）広報かなぎ 



阿部信一会長 

行政協力委員 

平
成
十
二
年
度
の
金
木
町
行
政

協
力
委
員
会
総
会
が
四
月
十
三
日

役
場
三
階
大
会議
室
で
開
催
さ
れ
、
 

会
長
に
阿
部
信
一
氏
（
喜
良
市
）
 

副
会
長
に
小
野
元
靖
氏

（
金木
）
 

鎌
田
善
光
氏
（
嘉
瀬
）今
哲
五
郎

氏

（喜
良
市
）
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
 

行
政
協
力
委
員
は
、
町
行
政
の

円
潤
な
運
営
と
町
民
の
福
祉
向
上

を
図
る
た
め
、
各
町
内
か
ら
推
薦

さ
れ
た
方
を
町
長
が
委
嘱
し
た
委

員
で
組
織
し
て
お
り
ま
す
。
 

各
地
域
の
行
政
協
力
委
員
は
次

の
通
り
で
す
。
 

町と地域住民とのパイプ役 

平成12年度 

行政協力委員 

決まる 

'Aは会長 ⑨は副会長 〇は常任委員 

【金木地区】 

本 	町 

栄町一区 

栄町二区 

田 	町

南新町

上山道町

駅裏団地

中山道町一区 

高橋 俊之

山田 精也

福長 洋一

工藤 サダ 

長尾 匡時

豊海 博樹

中谷 定雄 

三軒町 

上沢部 

下沢部 

旭ケ丘一区 

旭ケ丘二区 

旭ケ丘三区 

大東ケ丘 

雲雀ケ丘団地 

第二金木団地 

吉村 彦一 

北沢 清一 

今 	義親

中西 清彦 

松川 宜史

北川はっ裏 

⑥下派立 

上新町

〇 下新町 

上昭和町 

〇 下昭和町 

	

本 	町 

	

〇冷 	水 

	

車 	町 

	

畑 	中 

鎌田 善光 

石川 義正 

今 	兼春 

内海 武美 

秋元 春治 

浜田 	満 

今 喜代治

飯塚ミッエ

外崎 慶美 

中山道町二区 角田 照夫 〇 芦野団地一区 工藤弥三郎 〇後 	町 斎藤 義雄 

⑨ 下山道町 小野 元靖 芦野団地二区 成田 善蔵 〇上古町 外崎 好信 

美晴町一区 今 	時彦 朝日団地 鳴海 悠子 下古町 白崎 秀一 

〇美晴町二区 沢田 	実 上蒔田 田中 重隆 〇新誠町 吉崎 兼雄 

昭和町一区 土岐 毒治 下蒔 田 徳田 政雄 新堤町一区 原田喜一郎 

〇 昭和町二区 角田 金男 神 新堤町二区 木村 良一 

〇神明町一区 阿部 久治 上藤枝 小山内正一 上鍛冶町 須崎 敏雄 

神明町二区 斎藤 直好 中藤枝 成田 峻造 下鍛冶町 山中 	諭 

朝日町一区 長津 清一 下藤枝 工藤 金光 上中柏木 原田 文芳 

〇朝日町二区 津島 信一 湯の川 田中 徳治 下中柏木 成田 	太 

北新町 中川 満男 林 	下 白川 久慶 【喜良市地区】 

小川町一区 加賀谷正三 向 	道 田中 徳久 〇更生部落 加藤 康博 

小川町二区 石岡 裕海 女 	坂 秋元 年一 西岩見町 元石 美枝 

〇米 	町 棟方 亮逸 上宇田野 1区 中谷 時正 〇東岩見町 木立 久雄 

川端町 津島 伸治 上宇田野 2 区 泉谷 哲夫 林 	町 今 清比古 

寺 	町 藤元 昭造 下宇田野 1区 泉谷 一美 〇野 	崎 佐藤 政一 

東芦野町 山田 正一 下宇田野 2 区 泉谷キミ子 北本町 米谷 勝昭 

〇 西芦野町 成田 国雄 【嘉瀬地区】 下派立 大橋 睦子 

〇 浦 	町 花田柾五郎 雲雀野団地 黒川 武美 上派立 桑田 光広 

新富町 東 	町 木下 玲子 影 南本町 阿部 信一 

若松町一区 野宮 ミッ 上小栗崎 鎌田 政義 上柏木 今 	武光 

若松町二区 中西 清彦 中小栗崎 小松 勝春 下柏木 中村 利宗 

若松町三区 中野喜美子 下小栗崎 松川セチ子 〇 下 	町 今 	勝慶 

若松町四区 白川 民雄 〇上派立 土岐寛一郎 川端町 今 カッエ 

〇見崎町 竹内 義道 中派立 今 	平農 ⑨双葉町 今 哲五郎 

広報かなぎ⑥ 


